
順番 議席 質問議員 答弁者

① 候補地は何ヶ所か、その場所は。

② その場所は土地購入する場所か、購入額は。

③ 解体工事を含む、建設工事はどれくらいを想定しているか。

④ 信濃境駅前の活性化など、どのように考えているか。

① 森のオフィス、現在の一般町民の年齢別利用状況は。

② 入居企業と町内企業とのつながりは。

③
将来の子ども達が、ものづくりへの興味を持つためにも、その必
要性を感じるが町の考えは。

①
北通り線（東側）Ｔ字交差点と、それに関連する道路状況に安全
対策が必要だと思うが、道路交通法では問題ないのか。

②
国道20号線瀬沢大カーブ上部（カーブの始まり箇所）より区内へ
入る道路を国道から右折禁止にできないか。

③
信濃境駅前から国道20号線へ下る県道は、歩行者のための歩
道がない。特に井戸尻考古館へ入る手前カーブは、車で走って
いても危険を感じる。安全対策を施す事はできないか。

①
町内に今まで配置された人数と配属部署ではどんな業務を担当
して、効果の評価は。

②
隊員が卒業後に何人定住して、どんな仕事についているか。そ
の実数と業務内容は。また、追跡調査はしているか。

③
これからも継続して採用を考えているか。町として地域おこし協
力隊員に望むものは何か。

④ 隊員の人事管理から教育やサポートは、どの様にされているか。

① 町長の最優先する課題は何か。

②
住民懇談会での町民の皆さんの反応と、今回初めて取り入れた
懇談方式で、皆さんの声は充分に拾えたか。

③
「withコロナに向けての新たな発想と戦略で臨む」との町長の基
本方針について、具体的な内容は何か。

④
コンパクトシティー化に向けて2020年に立てた計画、都市計画マ
スタープランと富士見町立地適正化計画の進捗状況は。また、
新年度の予算案にどう反映されているか。

２ ９ 織田 昭雄

（１）
地域おこし協力隊
について

町長

（２）
令和５年度予算編
成について

町長

（２）
森のオフィスを活用
した「ファブラボ」の
考えは

町長

（３）
道路危険箇所への
安全対策を

町長
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１ ３ 矢島　 尚

（１）
新井戸尻考古館に
ついて

町長
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質 　問 　事　 項 質　　　　問　　　　要　　　　旨

①
富士見型農地維持活動支援モデル事業を拡充する考えはない
か。

②
同事業は、一つの集落について、何年間くらい事業を継続するの
か。

③
同事業は開始から今年度で２年目になるが、どのような効果を期
待し、どのような成果を西山地区にもたらしているか。

④
草刈りが行われない遊休農地は、今年も多数あったと思うが、町
はどう見ているか。

⑤
今年も、オオハンゴンソウがあちこちで咲き誇っていた。こうした
里山の現状にどう対処していく考えか。

⑥
小規模集落は予算規模も小さく、区内道路の整備や側溝の改修
はなかなか進まない現状がみられる。支援策はあるか。

① 来年度、５万円の助成金をカットするのか。

② 会員は年々減少している現状をどうみるか。

③
食改の活動をどのように評価しているか。地域住民の健康維持
と健康寿命の増進、健康で文化的なまちづくりにどのように貢献
しているのか。

④ 男女共同参画社会の推進を目指し、男性会員を増やす考えは。

⑤
食改などが加入する女団連の在り方をどうみるか。見直しの時
期に来てはいないか。

⑥
食改などにより実行委員会を構成する「生活展」の在り方をどう
考えるか。

①

かけがえのない文化遺産を守り、次の世代に継承するため、適
切な保全と公開・活用に取り組む必要がある。
町として、景観も含めた包括的な保存管理計画に基づいた取り
組みを推進する考えはあるか。

②
展示だけでなく、文化財の活用はこれからの大きなテーマにな
る。縄文遺跡群の価値や、縄文時代の人々の知恵や技術に触
れる体験プログラムをはじめとした事業を進める考えは。

③

新館は、考古館への応援ボランティアを受け入れ、活動する ス
ペースを用意してほしい。今後、ますます増えるであろう収蔵品
に対応し、収蔵スペースを十分に確保する必要がある。展示ス
ペースは、来館者が考えるための工夫が大事だ。
そのようなことを総合的に考慮し、規模や設計、建設地の選定を
するべきではないか。町と町教委の考えは。

④

以前、一般質問で表面採集について提案したが、進展はあった
か。他の自治体では、子どもたちが遺跡の発掘を体験する取り
組みを行っている。文化財活用の一つとして、町内でも取り入れ
ることはできないか。

① 普及型「やまほいく」の認定を受けた狙いは。

②
認定を、日々の保育や移住促進にどう結び付けていく考えか。具
体的な構想はあるのか。

③
町内外へのPRをどう行っていくのか。特に首都圏に対するアピー
ルは考えているか。

井戸尻考古館の新
館建設などを通じ
て、町の文化財活
用にどう取り組む
のか

町長
教育長

（４）

町内全保育園が、
「信州やまほいく」
に認定されたことを
受けて

教育長

３ １ 川合 弘人

（１）
小規模集落が抱え
る課題にどう対応
するのか

町長

（２）

地域の高齢化が進
む中で、食生活推
進協議会（食改）の
活動をどう進めて
いくのか

町長

（３）
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①
町内の4つの群れに多くのGPS発信機を設置とあるが、誰がどの
ようにして設置するのか。受信管理はどのように。

②
行動を把握し被害予察を行い、事前に告知放送等を利用しとあ
るが、告知放送以外の考えは。

③
サル被害予報を出すことを検討しとあるが、何か腹案あっての検
討であるか。

④
最新のサル位置情報や行動を把握でき、速やかに効果的な追
い払いが出来る、動物行動調査用テレメトリー発信機等の導入
を提案するが考えは。

①
捕獲強化に檻数を多くする、囲い檻の導入とある。それぞれ何台
購入予定か。他に考えはあるか。

②
里山整備事業を戦略的に実施することで、群れの行動を制限し
効率的な捕獲を進めるとは、どの様なことか。

③
山に行こう補助金について、所有する山の境界線が分からなく
なっていると聞く、境界と隣地所有者をどのように確認するのか。

④
年間捕獲頭数１００頭を目標としているがその根拠は。又目標達
成の可能性は。令和5年度の有害鳥獣対策費は予定額概算で。

①
住民懇談会にて、駆除の依頼に対し、職員対応が不誠実であっ
たと来場者より指摘されたが、令和3年12月定例会での私の一
般質問、町長答弁を踏まえて町長の見解は。

②
この件について町長は初耳と言っていたが、その後「報連相」に
ついて全職員にどのように指導したか。

③
駆除の依頼に対し「予算がない、サツマイモ堀はスズメバチがい
なくなるまで待て」との発言は、職務遂行に欠ける行動ではない
か。

（１）
学校給食費の無償
化について

①
学校給食費の無償化は県内でも２１町村まで広がっている。町で
も来年度から実施してはいかがか。

町長
教育長

（２）
補聴器補助は認知
症対策として拡充
を

①

今年度より補聴器購入補助を始めたが、所得制限があり、また
補助額も実施している他の自治体に比べて見劣りがする。難聴
は認知症の入り口ともいわれている。高齢者の認知症予防のた
めにも対象者、補助額を拡充すべきではないか。

町長

（３）
富士見駅東側に送
迎者用区域を

①
朝、通学・通勤時には、駅西側は送迎の車が多く、渋滞してい
る。この緩和のため駅東側（町民センター駅寄り、厚生連所有地
など）を送迎車用区域として整備することはできないか。

町長

（４）
公共施設屋根の太
陽光発電施設設置
について

①
町の公共施設の屋根に太陽光発電施設を設置するとしている
が、具体的な内容は。

町長

（５）
この冬も福祉灯油
の実施を

①
円安・燃油高騰の中、この冬も福祉灯油を実施すべきではない
か。

町長

５ ８ 名取 武一

町長

（２）

令和5年度町長方
針有害鳥獣対策
（２）ニホンザルの
捕獲強化について

町長

（３）

旧落合小学校のス
ズメバチ駆除の依
頼に対する職員対
応について

町長

４ ２ 五味 平一

（１）

令和5年度町長方
針有害鳥獣対策
（１）ニホンザルの
行動把握について
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 質問順   　第５２７回　令和４年１２月定例会　一般質問通告一覧表　                      富士見町議会

質 　問 　事　 項 質　　　　問　　　　要　　　　旨

①
住み続けたい町、住んでみたい町、帰りたくなる町づくりとしてい
るが、帰りたくなる街の具体的イメージとは何か。

②
基本方針のwithコロナに向けた、新たな発想と戦略で臨むとある
が、具体的にはどのような発想と戦略か。

③
横断する方針としての愛着・誇り・参画意識とは何を意味してい
るか。子供の地元愛や近隣市町村との連携は何か

①
工業の生産力の強化として、企業集積やインフラ整備について
目標とする企業数や整備の規模はどのくらいか。

②
観光・商業の集客力の強化として、2大リゾート、町内周遊、商店
街連携、町有観光施設とあるが具体的には。

③
農業の生産力向上と持続性維持の両立における、みどりの食料
システム戦略の取り組み準備とあるが開始は。

④
森林の機能向上におけるJクレジット制度の導入は、いつ頃を目
指すのか。森林事業体の育成は何を行うのか。

⑤
子育て・教育支援の充実とあるが、出生者を増やす施策がない
のはなぜか。

⑥
産婦人科医院として、地元の総合病院か民間の医院を誘致する
ことも必要と考えるが、その考えは。

⑦ ２２３世代育成支援事業とは、具体的に。

⑧
移住・定住における宅地開発の促進とあるが、どのような事業を
予定しているか。

①
環境分野でのカーボンオフセットの仕組みづくりとは、具体的に
どのような仕組みを考えているか。

②
森林サービス産業の育成とあるが、どのような理解をすればよい
か。

③
観光について鉢巻道路及び八ヶ岳エコーラインの延伸とあるが、
取り組み方と3市町村の考え方は。

④
提言書の今後の方向として、それぞれの分野で期成同盟会を発
足していく考えは。

① 事前協議、申請件数は。

② その取り扱い内容

③ 関係区等への情報提供の有無

① 現在の主な対応とその効果は。

② フリースクールの設置、又はその活用は。

①
柿は長い間住民の食生活を支えてきた貴重な果物であった。自
然食品が求められる現在、柿酢としての活用は。

② 富士見高校と協力して、柿渋としての活用は。

①
町内にはユニークな食文化（飲食を提供する新しいお店）が生ま
れ育っている。これを積極的に支援する考えは。又、学校給食へ
の取り組みは。

② 食文化マップ等を作成して広く町外にもアピールしては。

③ 新しく「食文化祭り」等の企画は。

不登校児童、生徒
への多様な対応に
ついて

教育長

（３）
放置されている町
内の柿の有効活用
について

町長
教育長

（４）
食文化の育成につ
いて

町長
教育長

（３）

八ヶ岳西麓の豊か
な自然環境と共生
する未来に向けた
西麓3市町村長に
よる提言書につい
て

町長

７ ６ 島　 正孝

（１）

太陽光発電事業に
ついて直近3ｹ月間
に事前協議申請の
件数は

町長

（２）

（１）

令和5年度予算編
成に向けての町長
方針の基本方針に
ついて

町長

（２）
町長方針の重点政
策・重点事業の推
進について

町長

６ 7 三井 新成
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 質問順   　第５２７回　令和４年１２月定例会　一般質問通告一覧表　                      富士見町議会

質 　問 　事　 項 質　　　　問　　　　要　　　　旨

①
2045年目標人口を11000人と設定したなかで、人口構造割合をど
う予測しているか。

② その人口構造からみられる課題は何があるか。

③ 産業維持の観点から、どのような対策を考えていくのか。

④
外国人居住者の推移をコロナ前、現在の状況、ならびに2045年
11000人の中にどのくらいを見込んでいるか。

① 平成23年度から現在までの補助実績は。

② 町民の評価をどう考えるか。

③
コロナ対策の地方創生臨時交付金による経済対策特例の実績
は、またその評価は。

①
住民懇談会の目的と意義について、どのように考えて行っている
のか。

② 町の考えは住民に伝えられたか。

③ 理事者との懇談は深められたと考えられるか。

（４）

国連気候変動枠組
条約第27回締約国
会議　COP27 をど
う評価するか

① COP27を受けて、町長の所感は。 町長

①
富士見駅前商店街を縦断している県道「乙事富士見線」には路
側帯はあるが歩道がない。当該道路は長い間通学路にもなって
いるが、歩道整備の検討はされてきたか。その経過は。

②
現在、歩道がないだけでなく、空き店舗の老朽化により歩行者の
危険度が高まっている。町として早急に取れる対応は。

①
パノラマスキー場内にある、以前は「楽酪ミルク工房」が運営して
いた「農畜産物処理加工施設」について、現在の状況は。今後の
使用をどのように考えているか。

②
富士見町公共施設再編方針では「必要な修繕を行うなど現状を
維持しつつ、民間事業者等への譲渡を検討する。」と記載されて
いるが、進捗は。

③

建物判定が全てA評価となっている当該施設を、パノラマリゾート
を含む民間事業者へ譲渡し、スポーツジム等町民が気軽に利用
できる健康増進のための施設にするなど、町民に、よりパノラマ
リゾートを利用してもらえるようにする考えは。

①
コロナ発生後、町全体への波及効果を狙い、「富士見高原リゾー
ト」「富士見パノラマリゾート」を対象にキャンペーンを打ったが、2
施設別の年度別来場者数、投資額及び経済効果の額は。

②
キャンペーンは、ターゲットにする地域を決めて行っているが、そ
の選択は今後の観光戦略にリンクして行く結果となったか。

③
2大リゾートを軸とした観光戦略は今後も続けるのか。そうだとす
れば何を期待して行うのか。

2大リゾートキャン
ペーンの効果につ
いて

町長

令和4年度住民懇
談会をどのように
総括しているか

町長

９ ４ 小倉 裕子

（１）
県道「乙事富士見
線」の歩道設置計
画は

町長

（２）
「農畜産物処理加
工施設」の有効活
用は

町長

（３）

８ ５ 牛山 基樹

（１）

第6次総合計画に
おける、将来人口
構造の課題と対策
をどう考え、準備し
ていくか

町長

（２）
住宅リフォーム事
業補助金の評価に
ついて

町長

（３）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２月 ５日（月）　５名　１番 ～  ５番
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　６日（火）　４名　６番 ～  ９番
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